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伝法寺野田遺跡

調査の経過

立地と環境

調査の概要

一宮市丹陽町伝法寺地内
（北緯35 度15 分46 秒 東経136 度50 分39 秒）

五条川右岸流域下水道事業焼却施設建設

平成22 年10 月～平成22 年12 月
1200 ㎡
樋上　昇・奥野絵美

　本遺跡の発掘調査は、焼却施設建設事業にかかわる工事の事前調査として、建設部下水
道課から愛知県教育委員会を通じた委託事業として行った。前調査区（06 区） の北側、
約1200 ㎡を調査区として設定し、発掘調査を行った。
　伝法寺野田遺跡は五条川右岸に位置し、自然堤防上から河川に向かっての傾斜地に立地
する。調査地点の標高は7m 前後であるが、表土からおおよそ2m 程度の深さまで近代に
盛土がされている。過去の発掘調査成果をみると、本年度の調査区（00 区） の西側に位置
する99 区では、環濠とも認識できる溝と竪穴状の遺構が検出されている。また、本調査区
の南側に位置する06 区では、弥生時代～古代にかけての水田遺構が多く認められている。
　西側の西および南セクションで、弥生時代～近世にかけての遺物包含層が確認できた。
層序は、過去の発掘調査で得られた伝法寺野田遺跡の基本層序（ 平成18 年度刊行　伝法
寺野田遺跡報告書参照）と一致するものである。そのため、古代以降の検出面（ 第１面）、
弥生時代～古墳時代相当の検出面（ 第２面） を設定し、発掘調査をおこなった。
　まず、第１面について記載する。調査区の西側で、水田遺構と南北溝（007SD） の他、過
去の発掘調査で認められた東西溝の続きである溝（005 もしくは006SD） が認められた。
また、調査区の東側では、中世以降に形成されたと思われる湿地性の堆積物から成る地層
が全面に確認できた。断面精査の結果、この湿地性の堆積層は遺跡の東半分を南北に流れ
る自然流路の埋土の上層部分であることがわかった。水田遺構と南北溝はこの自然流路に
沿って形成されていることから、調査区東部に存在した自然流路が埋没していく過程で形
成された湿地帯を、水田として利用していたとも考えられる。水田遺構および溝跡の所属
時期についてはおおよそ近世頃である思われるが、含有される遺物は少なく、明確ではな
い。自然流路については、中世～近世の遺物が含まれるものの、詳細な形成時期は現段階
では不明である。
　つぎに第２面について記載する。第２面の遺構は、過去の調査で確認された弥生時代～
古墳時代の遺物包含層（黒褐色層） と同一の堆積層上で検出を行った。この黒褐色層が認
められたのは調査区の西部のみであり、東部では確認できなかった。調査区東部の黒褐色
層は、自然流路によって掘削されたと思われる。遺構については、溝が1 基検出されたの
みと希薄であった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ 奥野絵美）

調査地点（1/2.5万「一宮」
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1 面の水田遺構および溝（南から） ３面全景（北から）

自然流路断面 自然流路全景（南から）

２面全景（南から）

山茶碗出土状況


